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日本のくらしのなかで使われてきた道具は、時代の営みを反映してさまざまな変化を遂げてきました。 

長い時間を経て受け継がれてきた道具を観察すると、モノを大切にする思いや、モノに込められた先人たちの知恵

と工夫を感じ取ることができます。 

それらが遙か昔に日本に伝来したときはどんなモノだったのか。同じモノが他の国でも同じ使われ方をするのか。

地域の広がりを経糸に、時代の流れを緯糸に紡ぎ出す広大な『今昔モノがたり』を読み解いていただきます。 

 

■展示構成 

Ⅰ．「いただきます」の道具－食と文化－  

食べ物は、くらしの最も基本的なことに関わります。保存できる冷蔵庫もなく、遠くから大量に運ぶ輸送も難しか

った時代に、日本では気候に応じてどのような食べ物を選択し、それを美味しく食べる道具をいつごろ生み出した

のか。食からその知恵と工夫と文化に迫ります。そして他の国々では同じ食べ物をどのような道具を用いて食べ

ているのか。そもそも全く違う調理法なのか。食にまつわる道具を通して、日本と世界のつながりと違いを紹介し

ます。 

 

Ⅱ．「ととのえます」の道具－身だしなみと文化－ 

着るモノをほとんど自分でつくっていた時代、糸を紡ぎ、布を織り、染めて仕立てるという大変な手間がかかり

ました。そのため大切に使い切ったのです。衣服を調えるだけでなく、身なりを整えておしゃれを楽しむ、身の回

りを整理整頓する道具など、着装を中心に紹介します。 

 

Ⅲ．「やすらぎます」の道具－四季を楽しむ文化－ 

豊かな四季に彩られた日本では、自然の力をくらしのなかにうまく取り入れてきました。そしてその環境に応じ

た工夫を重ねて培われた技術が、多くのくらしの道具を生み出しました。寝具をはじめとするくつろぐときに使う道

具や家財類を紹介するとともに、温度や湿度が異なる外国ではプライベートな空間でどのようなモノが使われて

いるのかを検証します。 

 

■出品数 約120 点  

主な展示品（以下に記載はすべて天理大学附属天理参考館所蔵） 

・羽釜 日本 昭和時代 

・歯釜［ソッ］ 朝鮮半島 朝鮮王朝時代後期 

・土師器羽釜 日本 室町時代  

・火熨斗 日本 昭和時代、朝鮮半島 朝鮮王朝時代後期、中国 後漢時代 

・柄鏡と鏡掛 日本 江戸時代から明治時代 

・夜着 日本 江戸時代後期 

・行灯 日本 江戸時代後期 

・青銅組合灯 中国 前漢時代 

・燭台 朝鮮半島 朝鮮王朝時代後期 

・足踏みミシン 日本 昭和時代 

2024年 

１月１７日(水) 

～３月４日(月) 



企画展サイト 

■関連イベント ※入館券が必要です。 

・トーク･サンコーカン（学芸員による講演会） 

「くらしの道具 古今東西モノがたり－SDGs な生活実践－」 

講師：幡鎌 真理（天理参考館学芸員） 

日時：1 月24 日（水） 午後1 時30 分～3 時 

会場：天理参考館 研修室 

定員：100 名 [当日先着順] 

「道具にみる龍とドラゴンの東西比較文化」 

講師：梅谷 昭範（天理参考館学芸員） 

日時：2 月22 日（木） 午後1 時30 分～3 時 

会場：天理参考館 研修室 

定員：100 名 [当日先着順] 

・ムセイオンバトル－参考館のイチ推しはコレだ！－ 

日時：1 月18 日（木） 午後1 時15 分～2 時15 分 

出演：齊藤 純（天理大学教授）、幡鎌 真理（天理参考館学芸員）、天理大学文学部歴史文化学科学生 他  

協力：天理大学 博物館学芸員課程   ※自由観覧。バトル後、観覧者による投票を行います。 

・ワークショップ「わらの亀づくり」 

講師：佐々木 久育（元天理参考館学芸員） 

日時：2 月10 日（土） 午後1 時30 分～3 時30 分 

定員：10 名 [事前申込制]  参加費：600 円(入館料・資料代・保険代込み) 

・ワークショップ「寒の味噌づくりを見てみよう」 

講師：渡辺 百代（天理参考館職員） 

日時：2 月3 日（土） 午後1 時30 分～3 時 ※自由観覧。 

※味噌たらいに味噌玉を仕込む様子をご覧いただきます。（試食やお持ち帰りはできません） 

・ギャラリートーク「＃むかしの道具を知ってる会」 (マンデートーク) 

日時：1 月22 日、29 日、2 月5 日、19 日、26 日、3 月4 日 全６回(各回別内容) 

いずれも月曜日 午後1 時15 分～1 時35 分  会場：企画展示室 

・その他 

子ども対象ワークシート作成 

衣食住に関するアンケート実施（回答者に当企画展キャラクターを印刷した硬券切符を１枚進呈） 

むかしの遊びコーナー ２階ホール 

企画展公式キャラクター むかしの道具を知ってる会 七つ道具っず「むかしの家に置いてみよう」 ３階ロビー 

 

■開催概要 

展覧会名  第94 回企画展「くらしの道具―今昔モノがたり―」 

会   場  天理大学附属天理参考館 3 階企画展示室 

会   期  2024 年1 月17 日(水)～3 月4 日(月) 

開館時間  午前9 時30 分～午後4 時30 分（入館は午後4 時まで） 

休 館 日  火曜日 

入 館 料  大人500 円、団体（20 名以上）400 円、小中高生300 円（学校団体の見学は無料、要事前申込）  

※障がい者およびその介護者1 名は無料。受付カウンターに障がい者手帳等またはミライロ ID(スマートフォン向け障がい者手帳

アプリ)をご提示下さい。 

主   催  天理大学附属天理参考館 

後   援  天理市、天理市教育委員会、歴史街道推進協議会 

協   力  近畿民具学会、天理大学附属天理図書館、天理大学文学部歴史文化学科 
 

 

■お問い合わせ  天理大学附属天理参考館 〒632-8540 奈良県天理市守目堂町250 番地 

TEL.0743-63-8414  FAX.0743-63-7721  E-mail:san-info@sta.tenri-u.ac.jp 

展示担当：幡鎌 真理（日本民俗室 学芸員） ／ 広報担当：中村・山口・渡辺 



■第94 回企画展「くらしの道具―今昔モノがたり―」広報用画像リスト 

これらの広報画像は当館ウェブサイトのプレスリリースページ内（第94 回企画展「くらしの道具―今昔モノがたり

―」）よりダウンロード可能です。 

使用に関しては以下の注意事項を遵守してください。 

・クレジットには以下の通り記載してください。 

【１】 羽釜、飯櫃、ふご 昭和時代（天理大学附属天理参考館 所蔵） 

【２】 回転式炬燵 昭和時代（天理大学附属天理参考館 所蔵） 

【３】 炭火アイロン 昭和時代（天理大学附属天理参考館 所蔵） 

【４】 蠅帳 昭和時代（天理大学附属天理参考館 所蔵） 

【５】 電話機  昭和時代（天理大学附属天理参考館 所蔵） 

【６】 氷冷蔵庫 昭和時代（天理大学附属天理参考館 所蔵） 

【７】 夜着 江戸時代後期（天理大学附属天理参考館 所蔵） 

【８】 行灯 江戸時代後期（天理大学附属天理参考館 所蔵） 

【９】 ポスター 

・写真（画像）のトリミングや文字乗せはご遠慮ください。 

・写真（画像）の使用目的は、本展の紹介のみとさせていただきます。なお、本展覧会終了後の使用は 

できませんのでご了承ください。 
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